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普天間飛行場跡地利用基本方針
平成18（2006）年2月（沖縄県・宜野湾市）

平成19（2007）年５月（沖縄県・宜野湾市）

・沖縄 21 世紀ビジョン
　　　　　　 　　　　　  平成 22（2010）年３月（沖縄県）

　　　　　　　　　　　平成 25（2013）年１月
　　　　　　           （沖縄県・関係６市町村）

・中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想

・沖縄県における駐留軍用地跡地の有効か
 つ適切な利用の推進に関する特別措置法

・沖縄県における在日米軍施設・区域に関す
  る統合計画

・沖縄21世紀ビジョン基本計画 【改定計画】

平成 25（2013）年４月

平成 29（2017）年５月

・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画
　　　　　　　　　　　   平成 24（2012）年５月（沖縄県）

普天間飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画

全
体
計
画
の
策
定

「前提条件の整理」、「計画方針の取りまとめ」に向けた取組
平成19（2007）～平成24（2012）年度（沖縄県・宜野湾市）

平成 25（2013）年３月（沖縄県・宜野湾市）

「計画内容の具体化」に向けた取組
県民・地権者等との合意形成の促進
県内外に向けた「跡地利用情報」の発信

今後の計画づくりの推進
平成 25（2013）～令和３（2021）年度（沖縄県・宜野湾市）

「計画内容の具体化」に向けた取組

取組方針 継続的な取組

「全体計画の中間取りまとめ」の策定

令和４(2022) 年７月（沖縄県・宜野湾市）
「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の策定

「全体計画」の策定

「跡地利用計画」の策定

・「全体計画の中間取りまとめ（第
　２回）」の理解と考え方の共有及
　び意見聴取
・「計画内容の具体化」段階等にお
　ける 「行程計画」 の更新及び実行
・跡地整備の実現に向けたしくみ
　づくり

※必要に応じて
柔軟に更新

・合意形成の促進及び県内外に向けた情報発信
・地権者の協働による土地活用に向けた取組
・立ち入り調査による現況把握の促進
・広域的な都市基盤整備にかかる計画の具体化
・「計画づくり」の推進に向けた継続的な取組
・機能誘致等に向けた取組

平成 24(2012) 年 4月

・新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画
令和４(2022) 年５月

　普天間飛行場の跡地利用について、沖縄県と宜野湾市の共同により、「普天間飛行場跡地利用
基本方針（平成 18 年２月）」及び「普天間飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画（平成
19 年５月）」を策定し、これらにもとづき、県市の共同調査や文化財・自然環境調査、関係者
との合意形成に向けた取組を進め、｢跡地利用計画｣の策定に向けた中間的な成果となる「全体計画
の中間取りまとめ」を平成 25 年３月に策定しました。
　その後、計画内容の具体化に向けた「行程計画」を作成し、この行程計画にもとづき県民・
地権者等への情報発信、意見聴取や関係機関との調整を行うとともに、有識者等への意見聴取
や検討会議を通して継続的に取り組んできました。
　「全体計画の中間取りまとめ」策定以降９年が経過し、国や沖縄県による広域都市基盤に関する
検討の進展による計画条件の変更や文献調査等による現況の詳細把握、有識者検討会議、県民・
地権者等の意見、社会状況等の変化等を踏まえ、「普天間飛行場跡地利用計画中間取りまとめ
（第２回）検討委員会」において、中間的な成果の更新版として「全体計画の中間取りまとめ
（第２回）（委員会案）」の提言を取りまとめました。その委員会案をもとに「新・沖縄 21
ビジョン基本計画（令和４年５月）」を踏まえて、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」
を策定しました。
　今後、この「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」をもとに、県民、地権者等の皆さまの
ご意見をお聞きしながら、沖縄全体の発展に資する跡地利用計画策定につなげていきたいと
考えております。

　「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」は、「跡地利用計画」の策定に向けた現段階で得られる計画条件
にもとづく中間段階の計画の更新版で、今後の新たな計画条件にもとづく柔軟な計画更新を前提としてい
ます。本計画は、「跡地利用関係者との合意形成の促進」、「県内外に向けた跡地利用情報の発信」、「今後
の計画づくりの推進」の３つの役割を果たします。

沖縄県
宜野湾市

令和４年 7月

普天間飛行場の跡地利用計画策定に向けた
「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」

令和３年　宜野湾市撮影令和３年　宜野湾市撮影

「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の位置づけ

跡地利用計画の策定までの取組の流れ
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これら環境づくりの方針にもとづく脱炭素社会の
実現や最先端技術の導入などの取組により、新
たな時代に対応した持続可能な沖縄の発展に寄
与するとともにＳＤＧｓの推進に貢献

　跡地の将来像「世界に誇れる優れた環境の創造～みどり（歴史・緑・地形・水）の中のまちづくり～」の
実現を目指し、“計画づくりの方針” 及び「計画内容の具体化」段階における “今後の取組の方向” を提案
しています。今回の更新では、中南部都市圏の中心である跡地における新たな沖縄振興拠点の形成に向け
て、跡地の将来像を体現し、まちづくり牽引する新たな価値を生み出す公民一体となった「大規模公園
エリア」、その象徴となる「沖縄振興コア」を新たに打ち出しています。

計画づくりの方針

環境づくりの方針

「揺るぎないまちづくりの方向性」の具体の方針と
して展開する沖縄振興に向けた環境づくりは、
跡地周辺の生態系ネットワークと一体となった
環境、緑の豊かさやその創造・保全に関する環
境技術を広く適用し、さらに発展させていくこ
とであり、跡地利用の重要な役割と受け止め、
その成果を次世代に継承

　目標とする跡地利用の姿をわかりやすく表わすため、計画の前提となる活用すべき自然・歴史特性の配
置を確認の上、要素別の配置方針を取りまとめ、それらを重ね合わせて配置方針図を作成しています。
　その際、活用すべき自然・歴史特性を「公園・緑地」として確保することを最優先としています。

空間構成の方針

要素別の配置方針

自然・歴史特性の保全活用に向けた緑地
空間の配置

配置方針の考え方イメージ

配置方針図

地域の自然・歴史環境資源を共有財産として次世
代に継承することを目標として、跡地を含む一帯
の自然・歴史特性（樹林地・水環境・地下空洞・歴史）
を活かした環境づくりを推進

地域の特性を活かした環境づくり

土地利用及び機能導入の方針

沖縄振興・国際交流の舞台を支えるため、新たな
高付加価値を生み出す源として跡地全体に魅力あ
る緑地空間を公民一体となって創出

新たな価値を生み出す「みどり」の創造

大規模公園エリアの中核として、日本経済発展に
貢献する沖縄振興の推進や多元的な価値創造の
象徴となる「沖縄振興コア」を形成

沖縄振興に向けた象徴となる空間の形成

都市の活力の発現や持続をもたらす新たな沖縄の
振興拠点の形成に向けて、機能の重層的な導入や、
機能融合ゾーンを含む三つの土地利用ゾーン（振
興拠点、都市拠点、居住）による複合的なまちづ
くりを推進

多様な機能の複合によるまちづくり

普天間飛行場の跡地においては、跡地利用の目標
の実現に向けて、県内外から跡地利用に参加する
開発事業者や立地企業等を募り、新たな需要を開
拓し、計画づくりを推進

土地利用需要の開拓と並行した計画づくり

都市基盤整備の方針

普天間飛行場の跡地では、跡地利用を契機とした
県土構造の再編と周辺市街地と一体となった道路
網整備を目標として、幹線道路網等の整備を推進

県土の均衡ある発展を支え、跡地のまちづくりの
推進にあたって大きな原動力と期待される、鉄軌
道を含む新たな公共交通の基幹軸の跡地への導入
を踏まえた計画づくりを推進

鉄軌道を含む新たな公共交通軸の整備

周辺市街地整備との連携の方針

周辺市街地との連携による相互の発展、基地所在
に起因する課題の解決に向けて、中南部都市圏の
都市機能の立地動向を踏まえた上で、周辺市街地
との効果的な役割分担や連携による跡地の整備や、
周辺市街地の再編及び生活利便の向上等に向けた
取組を導入

周辺市街地の改善と連携した跡地利用 ＜歴史＞

＜緑＞ ＜水＞

＜地形＞

跡地と周辺市街地にまたがる一体的な環境づくり
や都市基盤整備に向けて、跡地のまちづくりとあ
わせて、周辺市街地における計画づくりを推進

跡地と周辺市街地にまたがる環境づくりと都市基盤
整備

「みどりの中のまちづくり」の実現に向けて、公
民連携の下、公園・緑地と都市的土地利用が融
合した大規模公園エリアを整備

緑地空間等の整備

普天間飛行場の跡地においては、最先端の都市基
盤技術を導入しながら、環境づくりと連携した供
給処理施設の基盤と産業立地や多様な都市サービ
ス導入のインフラとなる情報通信環境等を整備

供給処理・情報通信環境等の整備

水循環の継承や自然・歴史特性の保全・活用、
周辺市街地からの利用といった跡地の特性も活
かし、都市基盤施設として、都市全体の価値や魅
力を高める公園・緑地（少なくとも約 100ha 以上）
を整備

跡地振興の拠点となる緑地空間の配置
跡地全体を網羅するネットワーク状の
緑地空間の配置
周辺市街地からの利用に配慮した緑地
空間の配置

土地利用ゾーン配置
緑と都市の融合した沖縄振興コアの配置
沖縄健康医療拠点や西海岸リゾートエリ
アとの連携等に配慮した振興拠点ゾーン
の配置
振興拠点ゾーンを補完する機能等を有す
る都市拠点ゾーンの配置
周辺市街地との地形的な連担性や宜野
湾の歴史の気づきとして活用すること
等を勘案した居住ゾーンの配置

計画の前提となる活用すべき自然・歴史特性の一例

主要幹線道路（中部縦貫道路、宜野湾横
断道路）のルートの配置
跡地と周辺市街地にまたがる幹線道路
網（都市幹線道路、地区幹線道路）の配置
鉄軌道を含む新たな公共交通軸の配置 活用すべき自然・歴史特性

※現段階での現況把握等にもとづく配置

要素別の配置方針
（重ね合わせ）

沖縄振興コア

土地利用ゾーン

交通網

■既存緑地の保全・活用する緑
■地下水涵養に寄与・空間利用する緑

神山テラガマ遺跡 宜野湾クシヌウタキ遺跡

跡地周辺の湧水基地内に残る樹林地
※断面図は、周辺のボーリング調査にもとづき基地内の状況を類推して作成したもの

沖縄振興に向けた環境づくり 幹線道路等の整備

宜野湾クシヌウタキ遺跡

跡地周辺の湧水基地内に残る樹林地

神山テラガマ遺跡

緑地空間配置

交通網配置

大規模公園エリア
緑地空間
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多才な人材の知を結び合わ
せる創造・交流の場

多才な人材の知を結び合わ
せる創造・交流の場

先進的な研究の場先進的な研究の場

イノベーション
を育む場

イノベーション
を育む場

研究・ビジネスの
交流機会

研究・ビジネスの
交流機会 創造性を刺激する開放的な環境創造性を刺激する開放的な環境

新しい価値を生み出す沖縄振興コア新しい価値を生み出す沖縄振興コア

都心の共同住宅都心の共同住宅
働く場と暮らしの場が一体となった

ミクストユースのまち
働く場と暮らしの場が一体となった

ミクストユースのまち

新しい交通網がつなぐにぎわいの集客拠点新しい交通網がつなぐにぎわいの集客拠点

誰もが思い思いに楽しめる市民広場誰もが思い思いに楽しめる市民広場
昼夜、多彩な表情を楽しめる

集客拠点となるまち
昼夜、多彩な表情を楽しめる

集客拠点となるまち

居心地のよい緑地空間居心地のよい緑地空間

地域活動の拠点となるコミュニティ施設地域活動の拠点となるコミュニティ施設

伝統行事を通した
地域コミュニティの形成

伝統行事を通した
地域コミュニティの形成

緑豊かなゆとりある居住環境緑豊かなゆとりある居住環境

歴史・文化資源を活かした公園歴史・文化資源を活かした公園
首里城と普天満宮を結ぶ

並松街道の継承
首里城と普天満宮を結ぶ

並松街道の継承



　「普天間飛行場跡地利用基本方針」等を踏まえ、「跡地利用計画」策定に向けた前提として、跡地利用の
目標と目標実現に向けて取り組む事項を次のように位置づけています。

跡地利用の目標と実現に向けた取組
　これまでの検討成果にもとづき、「跡地利用計画」策定に至る「計画内容の具体化」段階等における主要
な取組の内容や手順等を次のように取りまとめています。

今後の取組内容と手順

跡地利用の目標 今後の計画内容の具体化に向けた取組方針

跡地利用計画の策定

「計画内容の具体化」に向けた継続的な取組

跡地利用の実現に向けた取組

「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」や「中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想」
の実現に向けて、跡地に期待される施策を導入し、新たな沖縄の振興拠点を形成

跡地利用と周辺市街地整備の連携により、長期の基地使用に起因する都市問題の
解決や新たな施策の導入により、次世代に継承する新しい都市像を実現

基地使用により損なわれた地域特有の自然・歴史環境の再生に取り組み、社会経
済状況の変化にも対応した新たな土地活用を実現

新たな沖縄の
振興拠点の形成

宜野湾市の
新しい都市像を実現

地権者による
土地活用を実現

「全体計画の中間取りまとめ
（第２回）」の理解と

考え方の共有及び意見聴取

「計画内容の具体化」段階等
における

「行程計画」の更新及び実行
跡地整備の実現に
向けたしくみづくり

継続的な県民・市民・地権者等との様々な周知や意見交換の場を通じ、計画への理解を促進するとともに、
県内外に向けた情報を発信

合意形成の促進及び県内外に向けた情報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地権者等の計画への理解促進・意向醸成を図るとともに、今後の跡地における機能誘致に向けた地権者の土
地活用意向を醸成し、地権者の協働によるまとまりある用地供給の見通しや地権者の組織づくり等を促進

地権者の協働による土地活用に向けた取組

新たな計画課題・計画条件への対応による計画内容を更新した「全体計画」を作成の上、跡地利用計画
に必要な計画の詳細化に取り組み、分野別の計画内容（環境づくり、土地利用及び機能導入、都市基盤
整備、周辺市街地整備との連携）を取りまとめ

分野別の計画内容の更新・詳細化　　　　　　　　　　　　　　　　

「跡地利用計画（案）」をもとに跡地利用関係者の合意形成を図り、「跡地利用計画」を策定
跡地利用計画の策定　　　　　

自然環境や文化財にかかる計画条件を明らかにするために、早期の立ち入り調査による現況把握を促進
立ち入り調査による現況把握の促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国家プロジェクトの導入に向けた取組を推進するとともに、公共用地の先行取得の取組や広域的な都市
基盤整備にかかる今後の計画づくりの進捗とあわせて、跡地における計画内容を具体化

広域的な都市基盤整備にかかる計画の具体化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「全体計画の中間取りまとめ」以降の検討経過を踏まえ、自然・歴史特性の保全・活用方策にかかる計画
の具体化、技術革新への対応の備え、周辺市街地整備との連携に向けた取組等についても継続的に取り
組み、その成果を計画づくりに反映

「計画づくり」の推進に向けた継続的な取組　　　

戦略的な振興拠点形成のあり方を検討の上、地権者の協働による用地供給見通しをもとに、県内外から
の需要開拓に向けた情報発信を行い、機能誘致の見通しを明らかにするとともに、産業等の創出にかか
る方策を検討し、土地利用にかかる計画条件を確保

機能誘致等に向けた取組　　　

跡地の緑は、中南部都市圏に残存する貴重な緑の一部であり、世界に誇れる優
れた環境の創造を図るものとし、連続する緑の保全及びつなげる緑の創出を推
進するとともに、緑を育む地下水及び湧水等の流域の保全を図ることで広域的
なネットワーク構造を形成
豊かな地域資源を活かしつつ自律的に発展していくまちづくり（みどりの中の
まちづくり）の推進は、本地域特有の諸要素をシマの基層（風土に根ざした琉
球の文化）の総体として保全・活用及び 21 世紀の万国津梁を体現する国際交流
の拠点の形成を図るものとし、多様な人々が集い、交流し、繁栄と平和を創る
拠点の形成を推進

跡地利用の目標である「新たな沖縄の振興拠点の形成」を目指し、アジア太平
洋の平和の架け橋として、人々が自由に集い、交流し、多様な文化がつながる
「21世紀の万国津梁」の舞台を創造するとともに、深刻化する環境問題に積極的
に取り組み、自然災害に対して強くしなやかなまちづくりを目指し、環境の豊
かさが持続するまちづくりを推進

広域的な
水と緑のネットワーク構造

の形成

沖縄振興の舞台となる
「みどりの中のまちづくり」

環境の豊かさが
持続するまちづくり

沖縄県や中南部都市圏の発展に向けて、県内外から跡地利用に参加する開発事
業者や立地企業・来住者を募り、沖縄振興に向けた新たな需要を開拓

跡地や周辺市街地の自然・歴史特性を活かして、緑豊かなまちづくりや持続
可能な世界に誇れる環境づくりに挑戦

計画的な用地供給により、跡地利用の目標の実現に向けた機能誘致の促進や
産業等の創出に取り組み、地権者用地の土地活用を促進

沖縄振興に向けた
新たな需要の開拓

世界に誇れる
優れた環境の創造

機能誘致等と土地活用の
促進に向けた
計画的な用地供給

　上記のうち、新しい都市像を実現するための取組を、計画づくりにおける跡地の将来像と新たに位置づけ、
その実現に向けた各方針の具体化を推進します。さらに、中長期的視点をもって跡地利用に取り組む中、時間
が経過しても変わらない視点を揺るぎないまちづくりの方向性として位置づけています。

跡地の将来像

世界に誇れる優れた環境の創造 ～みどり（歴史・緑・地形・水）の中のまちづくり～世界に誇れる優れた環境の創造 ～みどり（歴史・緑・地形・水）の中のまちづくり～
県内有数の自然と歴史・文化の蓄積を継承・発展させ、

都市機能を融合させた豊かな地域資源を活かしつつ自律的に発展していくまちづくり

跡地の将来像

揺るぎないまちづくりの方向性

お問い合わせ先
沖縄県企画部県土・跡地利用対策課（跡地利用推進班）
☎ 098-866-2040　https://www.pref.okinawa.jp/site/kikaku/tochitai/index.html

宜野湾市基地政策部まち未来課
☎ 098-893-4401　https://www.city.ginowan.lg.jp/soshiki/kichi/1/index.html

沖縄県ホームページ 普天間飛行場未来予想図

みんなで考える普天間飛行場の未来


